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Inorganic Chemistry: Housecroft and Sharpe 4th Ed.
Inorganic Chemistry: Shriver and Atkins 5th Ed.
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Spectrochemical series
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分光化学系列
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Two d-d transition bands

Ti(III) および Cr(III) 錯体の吸収スペクトル 3金属イオンおよび配位子群軌道の対称性



4ML6 (Oh) 錯体の分子軌道図（ 結合のみの場合）

d 軌道由来の電子は、t2g (非結合性) と
eg* (反結合性) に充填

 供与性 (ルイス塩基性) の増大
↓

eg* 軌道の不安定化
↓

oct の増大

55d 軌道と配位子間の  結合の様式

6ML6 (Oh) 錯体の分子軌道図（ 供与性配位子）

d 軌道由来の電子は、t2g* (反結合性) と
eg* (反結合性) に充填

 供与性の増大
↓

t2g* 軌道の不安定化
↓

oct の減少

7ML6 (Oh) 錯体の分子軌道図（ 受容性配位子）

 受容性の増大

金属イオンの  供与性の増大
↓

t2g 軌道の安定化
↓

oct の増大

 逆供与 (back donation)
Metal-to-ligand Charge Transfer (MLCT)

d 軌道由来の電子は、t2g (結合性) と
eg* (反結合性) に充填



8Oh および Td 点群の指標表


